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勢を総括した【総説】と、年によって多少異なるが、 【アセアン】 【アジアとアメリカ】 ジ とソ連】（一九六九年〜一九九一年） 、 【日本とアジア】 いったアジアの域内関係、対外関係に関する重要日誌やレポートも含まれる。これら全体の構成については、 【ａｓｉａ 　ｄｂサイトマップ】または、 【年度で見る】を選択してアクセスすると便利だ。・全文検索する
トップ画面でフルテキスト検索が
できる。たとえば、 「天安門事件」で検索してみよう。一六○件がヒットし、最新年次順に二○件ずつ一覧表示される。 【テキスト】欄には検索キーを挟ん 前後の文章百文字が出るので、こ を参考に見たい箇所の【全文】にリンク る。だが、ここで【ソート】機能 使っう。 【年度】 、 【国・地域】 、 【カテゴリ】で並び替えられ、年次順や国順重要日誌などカテゴリ別の塊 一覧
できる。ちなみに、年度を古い順にすると一九七六年の「四・五天安門事件」が最初に表示され 中国の二つの「天安門事件」がヒットしていたことがわかる。なお、一九八九については 六・四天安門事件」とも記されている。・「出来事」の流れを追う
【重要日誌検索】では、特定の





ンジンによる【フルテキスト検索】が一般的だ。しかし、キーワードによるピ ポイント検索は、たとえば、「アジア経済危機」と「アジア通貨危機」といった用語の使い方にブレがあるように、必ずしも完璧ではない。 【ブラウ ング】機能で各国別か年次別にページを開いてじっくり読み、その時代の問題関心、分析視角を読み取っていただきたい。
なお、最新五年分へのアクセスに
ついては、当研究所の「賛助会員サービス」のみだが 【重要日誌検索】と【主要経済指標検索】は最新年まで無料で誰でも利用できる。
（
 いずみさわ 　くみこ／アジア経済研究所図書館）
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